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議　員　本市における一般家庭での
ＣＯ2削減に対する補助金の内容につ
いて伺います。
産業環境部長　現在は、住宅用再エ
ネ機器導入報奨金として、太陽光発電
設備に５万円、蓄電池に５万円、おひさ
まエコキュートに２万円を支給していま
す。市民から大変好評であり、家庭で
の再エネ設備導入促進につながって
います。
議　員　住宅リフォーム補助金の目的
およびＣＯ2削減に有効な工事につい
て伺います。
都市政策部長　市内経済の活性化
や居住環境の向上を目的としており、
ＣＯ2削減に有効な工事では、断熱性
の高い二重サッシやガラスの取り付け
が対象となります。
議　員　ＣＯ2削減に向けて、照明のＬ
ＥＤ化は大きな効果が期待できると考
えますが、補助対象にＬＥＤ化を加える
ことについて、所見を伺います。
都市政策部長　本補助金は建物の改

修による居住環境の整備を目的として
おり、ＬＥＤ化を加える考えはありません
が、利用要件の見直しなど、補助金を
利用しやすくなるよう改善を進めてい
きたいと考えます。

議　員　省エネ家電への買い換え
は、家庭での節約にもなり、ＣＯ2削減
にも大きな効果があると考えますが、Ｌ
ＥＤ化も含め、省エネ家電の導入に対
する補助金について、市長の所見を伺
います。
市　長　省エネ家電の導入に対する
補助の考えはありませんが、太陽光発
電や蓄電池など国が進める補助制度
を活用してほしいと思います。

議　員　本市の魅力のＰＲについて、
本市と交流のある都市など、市外にお
けるＰＲ活動の実施状況を伺います。
産業環境部長　友好都市の弘前市
や、姉妹都市の今治市のイベントで、
本市の特産品の販売を行っています。
また、北茨城市の全国あんこうサミット
や、今回初めて海老名市の市民まつり
にも招待いただき、物産販売などを
行っています。
議　員　交流のある都市以外でのＰ
Ｒ活動について伺います。
産業環境部長　東武鉄道の新越谷駅
や南栗橋駅、池袋駅などで観光キャン
ペーンに参加しています。また、令和6
年10月から北千住駅構内に観光看板
を通年で設置し、ＰＲを行っています。
議　員　㈱ＳＵＢＡＲＵが参戦するレー
スイベントなどの会場に本市のＰＲブー
スを出展することで、ＳＵＢＡＲＵ車の
ファンを中心に非常に高いＰＲ効果が
期待できると考えますが、所見を伺い
ます。

企画部長　新しい取り組みであり、より
高い効果が期待できると思いますので、
前向きに検討していきたいと考えます。
議　員　ＰＲブースの出展にあたって
は、全面的にサポートしていきたいと考
えますが、レースイベント会場でのＰＲ
活動について、市長の所見を伺いま
す。
市　長　㈱ＳＵＢＡＲＵを通じて太田市
をＰＲするというのは、非常に良い企画
だと思いますので、ぜひ前向きに検討
していきたいと考えます。

■その他の質問
・スバル360を本市のアイコンのひ
とつとして活用することについて
・新田氏の歴史をアピールすること
について

議　員　市立太田高校において、授業
料以外に必要となる費用を伺います。
教育部長　教材費などの諸経費が
年間約12万円、修学旅行積立金が
約13万円、入学当初に教科書や制
服・体操着代などで約10万円の負
担があります。
議　員　公立高校や私立高校にお
ける授業料および諸経費について、
助成や無償化の実施など、負担軽減
策を講じる必要があると考えますが、
所見を伺います。
教育部長　就学支援金の対象とな
らない世帯への助成は考えていませ
んが、そういった声が多ければ国や
県に要望していきたいと考えます。
議　員　児童生徒の安全安心な学
習環境の確保に向けたスクールロイ
ヤーの導入について、所見を伺います。
教育部長　現在、顧問弁護士により速
やかな対応ができており、満足度も高い
ことから、顧問弁護士がスクールロイヤー
の役割を果たせているものと考えます。

議　員　子どもたちの意見やアイディ
アを市政に反映させるために、スマート
フォンなどあらゆる方法で自由に意見
を伝えることができる子ども意見箱の
設置や、子ども会議の開催が必要と考
えますが、所見を伺います。
企画部長　市民の声を聞くために、
平成29年度から太田市自分ごと化
会議を開催しており、最近では若い
世代にも参加いただいています。今
後は、子どもたちの意見やアイディア
を募る方法として、スマートフォンから
簡単に提案できる方法などを含め、
検討していきたいと考えます。
■その他の質問
・本市の住宅政策について
・高齢者へのサポートについて

議　員　校内教育支援センターの概
要および利用状況について伺います。
教育部長　教室に入りづらいと感じて
いる児童生徒のために多くの学校に
設置されており、おおたん教育支援隊
を中心に、担任などと連携し組織的に
対応しています。令和５年度の利用者
数は291人と増加傾向であり、安心感
のある学校内の学びの場となっている
と考えます。
議　員　学校外の居場所として、ふれ
あい教室がありますが、設置目的や通
室者数について伺います。
教育部長　不登校児童生徒の社会
的自立や学校復帰を目指し、市内３カ
所に開設しています。５年度の通室者
数は７４人と増加傾向であり、学校外
の居場所として認知されてきたと捉え
ています。
議　員　学校、教育委員会およびフ
リースクールの役割や連携について、
教育長の所見を伺います。
教育長　学校は校内教育支援セン

ターを、教育委員会はふれあい教室を
整備し充実を図る役割があると考えま
す。フリースクールは民間が設置する
学校外の居場所のため、各学校が連
携を密にすることが大切であり、それぞ
れ役割は異なりますが、不登校児童生
徒の社会的な自立を願い支援してい
る点は共通していると考えます。
議　員　不登校児童生徒への対応に
ついて、所見を伺います。
教育長　５年度の不登校児童生徒数
は、６年ぶりに減少に転じました。完全
不登校は３％で、多くの不登校児童生
徒に学校内外の居場所があるのは、き
め細やかな支援の結果だと思います
ので、今後も予防的不登校対応に全
力で取り組んでいきたいと考えます。

教育・保育環境向上の教育・保育環境向上の
取り組みについて取り組みについて
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